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〔技術報告〕

都心北融雪槽の活用による雪冷熱エネルギー供給シス

テム ダイナミック型氷蓄熱システムのシミュレー

ションモデルの適用可能性

山際裕信・山崎善充・谷野正幸・岩井 仁

空気調和・衛生工学 80―4（平 18―4） pp．257～264

現在，地方自治体を中心にして，各種の雪氷冷熱利用の

プロジェクトが実施されている。札幌市では，札幌駅北口

の都心北融雪槽を活用した“雪冷熱エネルギー供給システ

ム”を開発し，平成 15 年度から本格的な実証運転を行って

きた。

今回，札幌市は雪冷熱エネルギー供給システムの運転実

績データを高砂熱学工業（株）に開示し，高砂熱学工業（株）

では氷蓄熱システムのプログラムを用いてシミュレーショ

ンを実施した。この運転実績とシミュレーション結果との

比較によって，氷蓄熱システムで開発された技術の雪冷熱

分野への適用可能性が評価できた。

〔海外文献紹介〕

天井を通したエアターミナル装置からの音の透過

高木正尚 訳

空気調和・衛生工学 80―4（平 18―4） pp．277～284

天井プレナム内の空調用ダクトや装置から発生した音

は，天井を通して下の室内に伝わり，室内の居住者を不快

にさせる場合がある。ARI Standard 885 には，装置の音

響パワーレベルと天井の減衰係数を用いて室内の音圧レベ

ルを計算する方法が定められている。ASHRAE調査プロ

ジェクトRP―755 の目標は，ARI 885 に述べられている情

報を評価し拡張することであった。本論文では，6種類の

天井タイルと，4種類のエアターミナルユニットについて

明らかになった減衰係数について述べる。低周波数域の減

衰は，音を放射する装置の下表面の面積と相関があること

がわかった。天井下の室内の音場は基本的に一様で，距離

と関係する有意な減衰はみられなかった。

〔報文〕

第 10回国際交流視察団

第 31回 CIB W 062国際シンポジウム報告

大塚雅之

空気調和・衛生工学 80―4（平 18―4） pp．265～272

給排水衛生設備分野の国際会議である，第 31 回 CIB W

062 国際シンポジウムが，ベルギーの首都ブリュッセルで

2005 年 9 月 14～16 日の間，開催された。本学会では，給

排水設備研究会と共催で第 10 回国際交流視察団への参加

者を募り参加した。視察団員は総勢 17 名で，筆者が団長

を仰せつかった。期間は 9月 13～21 日の 9日間で，視察

団は初めにシンポジウムに参加後，国内の下水処理施設と

配管材料試験所，動物施設，北フランスの工業都市リール

を視察した。その後，オランダに移動しロッテルダム再開

発現場，防波堤ダム施設などを見学した。シンポジウムに

は，15 箇国から 79 名の参加者があった。本報では，その

概要を報告する。


